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ホタテまるごと体験！
大岸小学校「じもと発見プロジェクト」

「ぼうさい探検隊マップコンクール」でデジタルマップ特別賞！
豊浦小学校４年生　総合的な学習の時間

　2月7日（金）、大岸小学校で「ホタテまるごと体
験」が実施され、同校の児童13人がホタテ養殖の
歴史、生態、魅力について学びました。
　これは、子どもたちの「地元」への郷土愛を育む
とともに、地域の一員としての意識を身に付ける
ことをねらいとする大岸小学校の「じもと発見プ
ロジェクト」の取り組みで行われたものです。
　講師として招かれた噴火湾とようら観光協会
の田中博子さんは、「今日はみんなにホタテ博士
になってもらいます！」と噴火湾ホタテ養殖の歴

史やホタテの稚貝と成長について、分かりやすく
説明。子どもたちからは驚きや感心の声が上がっ
ていました。
　続いて、活ホタテを使った殻むき体験に挑戦し
た子どもたちは、新鮮な貝柱やひもを実食し「甘
くて美味しい！海の味がする」「前よりホタテが
好きになった！」と笑顔が広がっていました。

▲田中さんの殻むき指導。 ▲殻むきに挑戦して、新鮮なホタテをそのままパクリ！▲貝殻でホタテ成長過程を確認。

コンクール入賞作品が
YouTubeで紹介されています。

動画はこちらから▶︎

豊浦町ホームーページで
マップを公開しています。▶︎

＊32：40からが彼らの作ったマップです！︎

　全国から7,590人の子どもたちが参加した「第
21回ぼうさい探検隊マップコンクール」。
　豊浦小学校４年生の大久保蓮さん、駒井蒼大さ
ん、安藤成海さん、夏秋宗眞さんの「１班豊浦安全
第一チーム」が、応募された1,413作品の中から、
わずか5作品に贈られる「デジタルマップ特別賞」
を受賞し、2月14日（金）に授賞式が行われました。
　このマップは、令和6年6月から全5回にわたっ
て行った、豊浦小学校の総合学習で作ったもの。
町を歩き発見した「生活する上で安全または危険
と思われる場所」をタブレットでリスト化し、分
かりやすくマップにまとめられています。
　コンクール主催者の一般社団法人日本損害保
険協会から賞状を受け取った4人は「住んでい
る人と、観光に来る人のことを考えて作りまし
た！」と笑顔でいっぱいでした。
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